
【取組内容①】「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」

川崎市立南河原中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-1

日付 研究授業等 テーマ

１ 4/10 研修のみ 「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実させる端末活用とは？

２ 6/7※ 全学年 一人一人の子どもが主語となる端末活用 子どもの頭がフル回転する授業とは？

３ 6/12 数学 子どもの活動をもとに、教科の枠を越えて先生方全員で端末活用について考える

４ 7/5 保体・理科 研究授業を通して、個別最適な学びと協働的な学びの実践について振り返る

５ 9/13※ 社会・英語 人一人の子どもが主語となる端末活用 端末を活用した振り返りの記入について

６ 11/15 国語・技術 研究授業を通して、個別最適な学びと協働的な学びの実践について振り返る

７ 未定 研修のみ 今年度の取組を振り返り、他校へ実践を紹介する

研究テーマ：「教科の楽しさやよさを実感して、粘り強く考える生徒の育成」

※6/7と9/13は、東京学芸大学 高橋純 教授をお招きしてご指導をいただいた。
高橋純教授のご講演の様子は、視聴を希望する市内市立学校にオンラインで配信した。

教科の枠を越えて、教科の楽しさやよさを実感して子どもが主体的に活動し、粘り強く考える授業について研究。

Googleモデル校として市内の端末活用を牽引してきた南河原中学校で、先生方全員が教科の枠を越えて、「個
別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」に向けた端末活用について学び、挑戦をしています。



【取組内容①】「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」

川崎市立南河原中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-2

研究テーマ：「教科の楽しさやよさを実感して、粘り強く考える生徒の育成」

個別最適な学びと協働的な学びを充実させる端末活用について、教職員間で意見を交わした。
生徒自身が端末に記録した振り返りを活用する取組や、生徒が主体となって進める学習形態を積極的に取り入れた。

最初は、一斉授業の授業スタイルでの端末活用をイメージしていた先生方が、東京学芸大学
高橋純教授のご指導を受けて、少しずつ、一人一人が主語となる端末活用を実践できるように
なっていきました。

保健体育の授業では、マット運動で行った技の難易度や、
ポイントとなる技能を生徒自身が確認したことで、自ら
の学習活動をより具体的に振り返る姿が見られた。

【先生方の学び】
「GIGA端末を使った授業は、先生主導ではなく、子どもが主役となって
授業をしていくことが必要だと感じた。先生はあくまで補佐として役割
としてサポートし、子どもたちが自由に表現できるようにしていくこと

が必要だと感じた。」（高橋純先生のご講演を聞いた感想より）

理科の授業では、端末
に情報を残しながら
「高い音や低い音を出
すためにはどうすれば
いいのか」と、一人で
じっくりと考える生徒
の姿が見られた。

研修では、これまで
美術等で行われてき
た学習形態は、複線
型の授業モデルにな
るとのヒントを得た。

校内に掲示されていた生徒の美術作品



まずは、校内のGIGA推進担当者がチャットの便利さを実感

【取組内容④】「校務の徹底的な効率化や対話的・協働的な職員会議・教員研修」

川崎市立南河原中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】
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職員間での情報共有の効率化を図る取組

これまでも職員間でGIGA端末活用に関する情報交換はよく行われてきた。しかし、
校内のGIGA推進担当者がチャットの良さを実感したことをきっかけに、職員にその
良さを研修で伝え、業務が効率化していきました。

GIGA端末導入時から職員室内で職員同士が直接情報共有を行うことができていたため、チャットの必要性が職員間
であまり高まらなかった。しかし、便利さを実感した後は、チャットを活用した情報共有が積極的に行われた。

【令和４年度 先生方への聞き取りから】

・最初は保守的な先生が多かったが、管理職の「失敗して

もいいよ」という後押しがあったおかげで気楽に考える

ことができ、アイディアが次々と生まれるようになった。

・とにかくやってみる、分からなければ聞くということを

繰り返してきた。

・直接聞いた方が早いため、あえて職員間で使い方研修や

チャットでの共有はしていない。

令和５年度 教育委員会事務局とチャットで情報共有を開始

令和４年度までの職員間の情報共有について 職員会議でチャットの使い方を研修

チャットを活用した職員間での情報共有の例

７月の職員会議でチャットの使い方を先生どうしで研修

チャットの便利さを実感した校内のGIGA推進担当者が、

職員に使い方の研修を行い、その便利さを共有した。

研修後はチャットで資

料を共有したり、情報

共有を行うようになり、

打合わせ時間の短縮や

急な予定の変更にも、

円滑に対応することが

できるようになった。


